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浜名湖東岸のレプトスピラについて

硝子体混濁患者の血清免疫学的検査

　　金沢大学医学部眼科学教室（主任　倉知教授）

専攻生荒川義雄
　　　　　　　（昭和31年12月20日受付）
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　　Immunologic　Studies　on　the　Serum　of　Patients

　　　　　　　　　with　Vitreous　Opacities

　　　　　　　　　　　Yoshio　Arakawa
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（倉知教授就任15周年祝賀論文）

緒

　浜名湖東岸地域には，古くから俗に“満洲風邪，，と

呼ばれ，主として9月から12月にかけて．突然悪感戦

標を以て発熱し，体温が39度乃至40度以上に達し，頑

固な頭痛，腰痛，筋痛を訴え，淋巴腺特に股腺が著し

く腫脹して圧痛があり，時には胃腸症状を起し，約2

週間して解熱し，その後約1カ月歩行不能，所謂腰ぬ

けの状態を起し，時には毛髪が脱落したり，頭重が長

言

く残っている地方性熱病がある．これの病因に関して

は未だ究明されていないが，私は飛蚊症を訴えて来た

患者の硝子体混濁に一種特有な混濁があるのに気付

き，成因に関し疑義を抱き，免疫血清学的に調べたと

ころ，黄疸出血症レプトスピラ並びに秋季レプトスピ

ラA，B，及びC型の各種を分離したのでここに報告

する，

実　験　方　法

　眼病を訴え私（自宅開業）を訪ねて来た患者中，問

診にて既往歴中地方性熱性病にかかったことのある

者，並びに既往歴はないが硝子体混濁のある者を被検

者として選び，その血清を分離し，抗原として国立予

防衛生研究所から静岡県衛生研究所を通じて分与され

た黄疸出血症レプトスピラ及び秋季レプトスピラA，

B，C型の4株を用いて，北岡・井上3）のレプトスピ

ラの肉眼的凝集反応の術式により判定した．

　成績は表の通りである．即ち，総数43例中24例レプ

トスピラに陽性，3例疑陽性で，その中黄疸出血症レ

フ。トスピラは1例陽性，秋季レフ。トスピラA型は14例

陽性，2例疑陽性，B型は9例陽性，　C型は1例陽性

であった．なお，1例には秋季レプトスピラA及びB

型が共に陽性に現われた．また，町村別分布は図の通

りで，伊佐見村に最：も多く，雄踏町宇布見部落は1例

も陽性に出なかった．
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レプストピラの血清免疫学的検査成績（自昭和28年1月至昭和29年12月）

住　　所

馴舗
患者氏名

年

齢
性 職業 熱性疾患既往歴 初診年月日 眼科臨床診断

血清免疫
学的診断
　　　来
WlAlBlC

備考

離i内山［田・き・1651♀1農隈1陶3から10日間発129－9－21聖誕硝子襯濁H－1＋H

糧1白州1伊・み・1211♀1〃工具か10から1週間12昏8－g両購体溺1－H＋一1

伊

佐

見

村

雄

踏，

町

佐浜1宮・ふ・144［♀レi齪熱中旬から2週129－8－16i左眼硝子体醐1－1＋：一H

伊佐齢・辰「4glδ1猟i鰯1－10から3週間［28一翫25鷹霧外混濁左H柵H－1

大凶石・谷・彦123i膿1難9から12日間129一㌫171譲糠開綿両H－1＋H

古側古・さ・ゑ12gl♀1〃隣頴鬼舞翻28－3－28【懸子体混蘇H細トi懸

〃1古・伝・郎13・1δ1〃1射10から2週間i28姻81麟テ羅翠蓋ト1－1－H

〃【鈴・ふ・1431♀1州論証8－7から1週間128－1・一17陣艮虹彩炎 H＋1十1

〃1古・よ・子129！♀レ1なし 129－3－131左眼硝子体醐H－1十

〃1古・か・16gl♀1〃1器熱8噌3から3週聞12四劃左眼硝琳混濁H－H柵1

〃1古・さ・158i♀レ1羅熱下旬から2週129－8－41右眼硝子体醐H－1＋H

〃1古、・馨241δi・1箋熱6－5から2週間12跡21鍛子体混蘇1＋1－H一【

〃1岡・と・ゑ165園■なし 128一ト271蝦硝子体醐一H－H

山崎降・ち・子圏

〃i宮・い・［56囹

〃1鰯。蜘ら10日間i28－9劃鉦竪嚢子融融H帯H－1

〃熱2一3から1胡12騒61馨導車襯抽象H－1什H

〃i神・好・r651δ1・r齢下旬から1週12昏1－251業主襯謙ト1－1＋H

〃1加・の・1621♀1〃腱蕊上旬から’週129－7－gl右眼虹彩炎、 H十H
〃1木・万d5・1融業1器熱8『2から1週間12囲副羅車体混蘇1－i＋トH

〃i加・か・168園劇なし 隔・一17r左弾子三二1－H－H

〃1水・花・15218〃i鰯0聯ら2週間126－6－21左眼硝子襯濁H什】一H

宇布見1鈴・兼・12618騨員1獄15から5日間12脇4i右眼硝子体混濁H十H

〃［山・左・1631♀降1なし 12時21左眼硝子襯濁H十［一1
〃1加・照・［5713隠1巽熱6－5から’o日間129－1－1・i右眼虹彩炎 1－1－H－1

〃1宮・劇41131劇なし
〃1山・剰721δレレ

129－1－81左眼硝子襯濁一ト1－H

〃1山・い・163園

〃1中・き・！64並

列坂・鈴・127園

大豊中・き・ゑ【35園

〃

〃

商

農

12四81左眼硝子襯濁H十1一［

〃　　128－7－171右甲子襯濁H－H一

〃　　12昏M51左眼硝子襯濁1十1－H
射4から1週間12勝61左眼石切琳混剖一H十1

難8から3週聞i2冊21繧子体混謙1－i柵1十
〃1横・き・1821♀1〃1熱7一1から1週間29－1傷1gi右眼硝子体醐H－1－H
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神

久

呂

村

大蝦土9まd5・園．劇なし 12昏1か181右眼硝子体醐H＋1－H

〃1和・田・とt66i♀i〃隈嘲5日間発129一ト7腱扇子襯蘇トi十H

〃1和・田・つ17・［♀レi射10から2週間129一ト2【醗難襯濁左1－1－1十1

〃1神・せ・1311♀1〃1羅熱2－7から3週間12餅8－241両眼硝子体醐トi粁トH

〃1和・田・隆13・18レ鰯〇一8から5日間12餅1－12鷹獣饗酬一H帯H

〃1和・田・蔵164i＄1〃1器熱847から10日間i28－8訓左眼硝子体混濁H十H

志都呂1正・よ・を173i♀撫1射27から3週間12時81左眼硝子襯濁一；柵H一

〃i辻・とd6gl♀1農鰯ト2から6週間i28一剃左眼硝子襯濁H＋H－1

〃1影・み・1481♀1〃1謝鋤〉ら1週盟29－2・2｝左眼虹彩炎 H土H
罰入野1松・竹・【231＄1損1蕎葵執下旬から2週28－11－41左眼虹彩炎 H＋H一［

篠

原

村

篠原障・は・i571♀降腱熱困4から10日間29一昏2gl左1艮硝子体混濁H＋1－H

〃1鈴・乙d7・13【〃射下旬4日間12昏2－71左騨子体鷹H±ト｝一［

〃1鈴・さ・1621♀1〃1鰯。一中旬10日間i2餅6－21左眼硝子体混濁1－1＋H－1

来W：黄疸出血症レプトスピラ

　B●秋季レプトスピラB型
A　　秋季レプトスピラA型

C　　秋季レプトスピラC型

総括並びに考按

浜名湖東岸におけるレプトスピラの分布図

洪

名

湖

魅

太雫　洋

　　　　差ヒ1　　／
詠・謂　伊卸．＿一．

1勲　　罫　7嚢
＼♂　　　　O　　　l　神　　　ノニ馳

　　　　　　　　O　O　　　l
　　　　　　　　篠　　　！
　　　　　　　酷評　／

　　　　　　　　　～〉’

　　　　口．黄疸出血症レプトスピラ
　　　　○：秋季レプトスピラ　A型
　　　　⑬2秋季レプトスピラ　：B型
　　　　△乙秋季レプトスピラC型

（但し，昭和29年12月現在の市町村分布による）
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　静岡県には黄疸出血症レプトスピラ病の他に，古く

から志太郡及び榛原郡地方では秋疫と呼ばれる熱性地

方病があり，また，天竜川東岸の磐田郡地方には用水

病といわれる熱性疾患がある．前者ぼ免疫学的に神

品・塩沢・北山4）により秋季レプトスピラAまたほB

型であり，後者は塩沢・久保5）により秋季レプトスピ

ラA及びB型の外にC型もあることが証明された．

　浜名湖東岸にも俗に“満洲風邪，，と呼ばれる熱性病

が秋季に流行し，未だその病因について報告がなされ

ていないが，たまたま硝子体混濁の患者の血清を調べ

たところ，レプトスピラであることが判ったので，昭

和28年1月から昭和29年12月に至る2力年閻硝子体混

濁等の疑しい眼症を起して来た患者の血清を免疫学的

に検査すると，43例中24例に黄疸出血症レプトスピラ

及び秋季レプトスピラA，B，　C型の4種を証明する

ことが出来た．

　レプトスピラは元来河川流域の湿潤な水田耕地の沖

積層に多いのであるが．浜名湖は湖といっても実は潟

で塩水であるが，その東岸地帯には干拓地が多く，し

かも佐鳴湖からの水が流入するので潮流も緩漫で，一

般に土地が湿潤であるためにレプトスピラの繁殖に適

し，これら熱性病が流行するものと推考される．その

中でも伊佐見村に最も多くレプトスピラの陽性率をみ

たのは，同村には最も干拓地が多く，湖岸が沼地でそ

の上下水施設も殆んど無く衛生状況が悪いためと思わ

れる．一方雄踏町宇布見部落は，同町の山崎部落がレ

プトスピラ陽性であるのに反して陰性であったのは，

附近の町村中最も下水が完備し，衛生環境が良いため

であろう．また，レプトスピラ病は戸外労働者に多い

といわれているが，私の検査成績でも1，2を除き殆

んど農を生業とする者であったが，これらの入々は湖

岸の湿潤な水田に入る機会が多いために，この熱性病

に罹り易いためと思われる．

　秋疫の後発眼症については雨宮1）・2）の詳しい報告

があるが，浜名湖東岸の所謂満洲風邪も秋疫と同様原

病罹患後に，しばしば後発眼症として硝子体混濁，虹

彩毛様体炎，時には網膜出血等の眼症を起して来るこ

とが判った．ただ秋疫と異なるのは病因的に僅か1例

ではあるが，秋季レプトスピラC型が発見されたこと

である．

結

　私は浜名湖東岸の所謂満洲風邪の病因に関し，昭和

28年1，月から昭和29年12，月に至る2力年間硝子体混濁

等の眼症を起して来た患者の血清を免疫学的に検査し

たところ，43例中24例にレプトスピラ抗体が陽性に現

われ，その中14例は秋季レプトスピラA型，9例はB

語

型（内1例はA型と混合感染であった），1例は黄疸

出血症レプトスピラ，他の1例は秋季レプトスピラC

型であることが判明した．

　欄筆に当り，恩師顎下教授及び谷教授の御指導並び

に御校閲を深謝する．
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